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県民アンケート調査結果 概要

Ⅰ 回収率

５８．８％（前回 H16調査４８．１％ ＋１０．７ポイント）

２９３８件／５０００件中

Ⅱ 主要な属性

①地域 中部地域 …４５．２％（大分市３７．１％）

②年齢 ６０歳以上…５０．６％

③世帯 ２世代同居…４３．７％

Ⅲ 結果概要

問１ 暮らしやすさ

・暮らしやすい ３０．２％（前回１９．９％ ＋１０．３ポイント）

・どちらかといえば暮らしやすい ３０．４％

計 ６０．６％（前回５２．１％ ＋８．５ポイント）

問２ 「暮らしやすさ」を考える上で大切なこと（５つまで選択）

①海・山などの豊かな自然環境 ４７．３％

②新鮮で美味しい食べ物 ４４．６％

③健康維持と医療機関の利用しやすさ ４２．０％

④買い物の便利さ ３９．１％

⑤良好な人間関係・家族関係 ３４．７％

※若い年代は、「子育て環境の良さ」「働きやすい環境」が上位に入る

問３ 現在、どの程度幸せですか（０点から１０点）

・平均６．６点（国 H24年調査６．４点 ＋０．２点）

上位分布… ５点 ２１．６％

７点 １８．５％

８点 １７．３％

※国比較で９点と１０点の割合多い

問４ 幸福感を判断する際に重視したこと（３つまで選択）

①健康状況 ５６．６％

②家族関係 ４５．８％

③家計の状況（所得・消費）４５．５％
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問５ 考え方や好む方

①心の豊かさ ７５．０％ ⇔ 物の豊かさ １８．８％

②毎日の生活を充実 ６４．２％ ⇔ 貯蓄・投資など ２８．５％

させて楽しむ 将来に備える

③田舎暮らし ６３．４％ ⇔ 都会暮らし ３１．９％

④余暇の充実 ６２．３％ ⇔ 仕事の充実 ３０．３％

⑤集団との調和 ５４．７％ ⇔ 個性の発揮 ３８．１％

⑥家族や仲間との時間５３．５％ ⇔ 自分ひとりの時間４０．９％

⑦税等の負担が高く ５０．０％ ⇔ 福祉サービスは ４２．４％

手厚いサービス 低く税負担軽い

⑧社会の助け合い ４９．９％ ⇔ 個人の自立 ４２．８％

⑨お金を得るため ４８．８％ ⇔ 生きがいや才能の４２．２％

に働く 発揮のために働く

⑩自由時間を増やす ４８．７％ ⇔ 収入を増やす ４３．３％

問６ 期待する大分県の未来のイメージを表すことば（３つまで選択）

①安心 ３６．５％

②自然 ２８．１％

③安全 ２６．２％

④温かみ ２４．１％

⑤福祉 ２０．６％

※若い年代は、「快適」「豊か」が２０％以上で上位に入る

問７ 今後、大分県に期待する行政分野（５つまで選択）

①高齢者福祉の充実 ３９．７％

②医療の充実 ３８．３％

③景気対策 ３０．８％

④若者定住対策 ２８．２％

⑤雇用対策 ２７．９％

※若い年代は、「子育て環境の充実」「ワークライフバランス」「公共交

通機関の充実」「教育環境の充実」が上位に入る

※男性は「道路網の整備」が上位に入る
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問８ 今後の大分県づくりについて（３つまで選択）

問８－１ 子育て環境について

①子育ての経済的な負担を軽くする ６１．７％

②子育てと仕事が両立できる職場環境 ５６．９％

③保育所などの利用しやすさ ３４．０％

④延長・休日保育など保育サービス充実 ２９．３％

問８－２ 高齢者・障がい者福祉について

①在宅介護や在宅医療の充実 ４９．７％

②地域で高齢者の見守りなど健康・生活面の支援 ４８．１％

③高齢者のための就労支援 ３３．０％

問８－３ 女性の活躍について

①女性の就職活動や仕事と子育ての両立への支援 ７３．４％

②女性の働きやすい職場を増やすこと ５３．６％

③家事や育児を男女が協力する意識の啓発 ３８．０％

④ワークライフバランスの推進 ３５．４％

問８－４ 医療・健康づくりについて

①住み慣れた地域の医療機関で受診できる ４６．５％

②緊急時の救急医療体制の充実 ４５．１％

③在宅医療の推進 ３２．４％

④がん治療の先進医療など高度医療 ３０．６％

⑤気軽に運動できる施設等がある ２９．２％

⑥医師の確保 ２８．０％

問８－５ 防災・危機管理について

①災害に関する情報の迅速で確実な伝達 ５８．４％

②災害時に備えた食料や飲料水などの備蓄 ４６．４％

③洪水や土砂災害の被害を防止する施設の整備 ２９．２％

問８－６ 地域の維持・活性化について

①バス路線など日常の交通手段の確保 ４０．５％

②農業・林業・水産業への支援 ３８．２％

③人口減少と高齢化が進む集落を支え合う仕組み ３７．３％

④地域づくりに取り組む人材の育成 ３２．４％

問８－７ 農林水産業の振興について

①後継者や新規就業者の確保と育成 ５９．６％

②食品産業と連携した６次産業化の推進 ３６．８％

③大分のブランドとなる品目づくりと販売対策 ３６．５％
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問８－８ 商工業の振興について

①若年者などの雇用対策 ５０．９％

②商店街や中心市街地の再生・活性化 ４４．５％

③経済や雇用効果が大きい企業の誘致 ３６．８％

④中小企業への支援 ３２．８％

問８－９ ツーリズムについて

①大分県の魅力の国内外情報発信 ４４．４％

②空港や駅から観光地までの交通手段の充実 ３７．３％

③地域資源を活かした新たな素材発掘と観光地づくり ３７．３％

④観光地までの道路整備や駐車場の整備 ３２．６％

問８－１０ 学校教育について

①学力向上のための取組 ４７．９％

②教職員の資質や指導力の向上 ４７．５％

③豊かな心を育むための取組 ４３．７％

④いじめや不登校への対応と予防策の強化 ３１．０％

⑤健康・体力づくりの推進 ２８．７％

問８－１１ 芸術文化・スポーツについて

①スポーツに親しむ機会や環境の充実 ４２．４％

②公立施設での芸術文化鑑賞機会の充実 ３５．１％

③文化財・伝統文化の保存や地域づくりでの活用 ３３．７％

④子どもや若者など芸術文化の担い手づくり ３２．３％

問８－１２ 交通施策について

①住民の生活を支える身近な道路の整備 ４８．１％

②通学路の整備などの交通安全対策 ４５．４％

③バス路線の確保や利便性の向上 ３８．４％

④地域間を結ぶ国道や県道の整備 ３５．４％


